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第四章

資 料
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アンケ ート 用紙

令和８年３月１０日 

第３６回東京都平和の日記念行事アンケート 

 
本日の東京都平和の日記念行事について、アンケートにご協力ください。 

 
■３月１０日が東京都平和の日であることについて 

a. 以前から知っていた  b. 今回の式典を通じて初めて知った  c．知らなかった 
 

■記念行事への参加回数について 
a. 初めて    b. ２～１０回    c. １１～２０回    d. ２１回以上 
 

■本日の記念行事について 
１ 「記念式典」についてご感想をお聞かせください。 
 a. 大変良かった    b. 良かった    c. 普通    d. 悪い 
（ご意見：                                  ） 
２ 第二部「記念演奏」についてご感想をお聞かせください。 
 a. 大変良かった    b. 良かった    c. 普通    d. 悪い 
（ご意見：                                  ） 
３ 今後の「東京都平和の日記念行事」についてお聞かせください。 

  a. 「記念式典」のみでよい（その理由：                     ） 
  b. 「記念式典」と「記念演奏」を行う（その理由：                 ） 
  c. その他（                                  ） 

４ この行事を何でお知りになりましたか。 
※複数回答可。d は（）内の該当のものを囲ってください。 

 a. 広報東京都  b. 東京都ホームページ  c. 新聞広告（     新聞） 
 d. ＳＮＳ（ 東京動画(YouTube)・X・LINE・Instagram ）  e．知人から聞いて 

f．東京空襲資料展の会場  g．その他（           ） 
 

■「東京都平和の日」をより多くの方に知っていただき、平和の意義や大切さを考えるきっ

かけになるよう、平和の日ＰＲ動画による広報を行っております。以下の媒体にて、ＰＲ

動画をご覧になったことはありますか？ ※複数回答可 
  a．Youtube 広告  b．Instagram 広告  c．都営交通社内広告(チカッ都ビジョン) 

d．都庁舎及び都庁周辺のデジタルサイネージ等  e．その他（       ） 
 

■その他、ご意見ご感想をお聞かせください。 
 
 
 
 
 
 
 
お歳：       代      お住まい：           区・市・町・村 
 
ご協力ありがとうございました。                      東京都 
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アンケ ート 集計結果

3 月10 日が東京都平和の日である事について

第一部「 記念式典」について

今後の「 東京都平和の日記念行事」について

記念行事への参加回数について

第二部「 記念演奏」について

この行事を何で知り まし たか

回答数： 14 4
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アンケ ート 集計結果（ 自由意見）

自由意見

1 .  第一部「 記念式典」についてご感想をお聞かせく ださ い

◆  市民代表の方のお話涙が出ました (母と 同じ 年の方でした ) 母は戦争の話は決

してしませんでした。母にもつらい思い出かと 思います。

◆ 被災者の挨拶が心に残った

◆ 来賓の方々のご挨拶は良かった。後は事務的に感じました。

◆ 戦災経験の方の話が非常に印象深かった

◆ それぞれのお立場からお話し 聞かせてもらって良かった

◆ 特に被災者代表の小町悦子さんの話をきけたこと はとても 良かった

◆  被災者代表の小町さんのお話に感動しました。9 4 才のお年でいすも スッと 立ち上がり 、歩き 方も 若 し々く お話も ハ

キハキされていて私は5 0 代ですがとても 感動し 勇気を頂きました。

◆ 良い取り 組みだと 思います

◆ 小町悦子さんのお話がう かがえた事

◆ 平和である事の大切なこと がいつまでつづく かと

◆ 空襲体験者の話が良かったと 思います。耳の悪い私にもはっきり と 聞きと れました。お伝えく ださ い。

◆ 被災者代表の小町さんの体験による講話は心にし みました

◆ 小町様の体験談が記憶に深く 刻まれました。もっと 父から 話を聞いておけば良かったと 悔やまれます

◆ (平和の日)にちなんで格式ある式典でした。来賓挨拶の2人方→涙を誘いました

◆ 被災者代表の小町さんすばらしかった

◆ 実際に体験された方のお話をきけてよかったと おもいました。

◆ 戦争体験の女性のお話は感動そのものでした。

◆ もう 少し 体験者の方のはなしや、そのはなしをきいてきた若者のはなしなどあればよい

◆ 当時の具体的な話をもう 少し 具体的に伝えてもらいたい

◆ どこに重きを置く かにもよるが、体験者の方の時間が多く 欲しい

◆ 色々なお話を聞くこと が出来て良かった

◆ この世界情勢の中、平和式典を続けること の大切さを思った

◆ 9 4才の方の体験談が良かった

◆ 温かく て良かった

◆ Th e person a l sto r y w a s no th in g less th a n  a  rem in der of  th e h or ro r of  w a r.

◆ Very touch in g an d  hea r tfelt w ord s

◆ M ov in g testim on y f rom  a  stron g lad y at 9 4  yea rs old

◆ Su ggest stor y  of su r v ivor to  b e p r in ted  an d  ci rcu la ted  to  th e atten d a n ts.
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アンケ ート 集計結果（ 自由意見）

2 .  第二部「 記念演奏」についてご感想をお聞かせく ださ い

◆ 演奏によって震災でなく なった方々への祈り を兼ねた

◆ 平和を感じました。

◆ 平和と 素晴しい演奏は親和性あるとも

◆  選曲も よ かったですし 、心に響く 演奏は平和のイメ ージと 大変良く 合っています。平

和へのメッ セージを前面に出しつつ演奏してはいかがでしょう か。

◆ 選曲もと てもよ かった

◆ 心洗われました

◆ 厳かな気持ちになれる

◆ あり がとう ございます

◆ 心いやさ れました

◆  弦楽４ 重奏が基本で音楽は成り 立っています。東京都響を代表する (ヴァイオリ ン矢部さん遠藤さん、ヴィ オラ 村

田さん、チェロ 清水さん)東京都平和の日にふさ わし いm ostバリ ィ アルプレイヤーのコンサート ですばらしかった

です。

◆ 四重でも 美し い演奏であった

◆ なぜだか涙が出てずっと 聞いていたいと 思う こと があったため

◆ 歌詞がない歌も 聴き たかった

◆ Beau ti f u l a n d  a p p rop r ia te  se lec tio n  o f  m u sic

◆ Good  p ieces Pe r fo rm ed ,go o d  fo r  m ed ita tio n  a n d  re f re sh in g

3 .  今後の「 東京都平和の日記念行事」についてお聞かせく ださ い

a  「記念式典」のみでよい

◆ 都議会の始めの時の慣習の延長ぽい

◆ Th e cerem on y  i s tou ch a b le  a n d  im p o r ta n t.

◆ W el l o rga n ised

b  「記念式典」と「 記念演奏」を 行う

◆ 式典のみだったら 不参加

◆ 鎮魂のためにも 必要か

◆ 心安ら かになり ます 東京都交響楽団すばらしいです

◆ 演奏は鎮魂の意味を感ずる 為

◆ 素晴らしい演奏あり がとう ございました。

◆ おごそかな式典の後、リ ラックスタイムも 必要

◆ なごやかになる 。

◆ 音楽は心がいやさ れます。
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アンケ ート 集計結果（ 自由意見）

◆ 被災者の方々が喜ばれると 思う 。

◆ 緊張がほぐれる 。平和の尊さ が伝わるよう 。選曲もよい。

◆ 大変よ かったと 思います。曲も 良し

◆ 鎮魂には演奏が良いと 思います

◆ 時間配分が丁度良い

◆ 式典は短めにし 、次世代に平和について働き かけるよう な取組を加えるべき。

◆ 音楽による式典の完成度向上

◆ バランスがあって良い

◆ たのし みがあった方が良い

◆ 音楽を取り 入れること により 式典に思いが余計にこもり ます

◆ 中々弦楽四重奏は聞けないから

◆ 日本の曲が多いと 良い

◆ 演奏曲「 ふるさと 」の歌詞があったら 良かった。

◆ 両方開催で慰霊になると 思い

◆ より 心に残る

◆ 気分転換の為

◆ 遠路からも 来てるのでお楽し みあったほう が良い

◆ 和むと 思います。

◆ 文化的な音楽演奏が平和の日にふさ わしい

◆ さ みしい気持ち憎い気持ちだけで終えたく ないから

◆ コロ ナも ないのでフルオケで願います。フルオケをまた聞き たい。

◆ 音があること で災害で亡く なった人々への思いをはせること ができる

◆ 音楽には国境がない実感があり ます

◆ と ても 和やかな気持ちになり ます

◆ 演奏が合わさること により 、柔ら かい空気感になるから

◆ 音楽により 平和をいのる 機会になると 思う

◆ 遺族として、心を共有、時間を共有できること がう れしいです。

◆ 演奏があること でより 深まるため

◆ 足をはこ ぶかいのある イベント

◆ 音楽は平和のあかし

◆ 思い出にのこる

◆ お話と 演奏両方とも亡く なった方も 聞き たいはず

◆ 頭で平和を考え、音楽で平和を感じ 想う ことと てもいい

◆ 気持ちを沈めると 同じ 新たな平和への祈り と 決意の手助けにも なる

◆ 心がなごみます

◆ 音楽っていいでーす。心をやわら げます

◆ 心がなごむので
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アンケ ート 集計結果（ 自由意見）

◆ Im p o r ta n t i n  sh ow ca sin g  a n d  m a k in g  th e  m em o r ia l Pea ce  Da y

◆ Com p l im en ta r y

◆ Good  fo r  rem em b er in g  th e  v ic tim s

◆ M u sic  i s b est to  con vey  fee l i n g s.

◆ Bo th  a re  m em o ra tive  even ts to  th e  v ic tim s a n d  fo r  p eace .

◆ Ver y  re la x in g  a n d  in tro sp ective

◆ A m a iz in g  even t

c  そ の他

◆ どちらでも 。若い世代が参加し にく い時間と 内容

◆ と てもすてき でした。

◆ 演奏も 良いが、動画の視聴等があっても 良いと 思います

◆ 講演会をセット に行っては

◆ 資料展の紹介

◆ B e sid e  t h e  c e r em on y  a n d  t h e  c o n c e r t, t h e r e  c o u ld  b e  s p e c ia l  p r e sen ta tio n s b y  t h e  c i ty  

m u seu m  a n d  a rch ives ab ou t th e  b om b in gs.

4 .  その他、ご意見ご感想をお聞かせく ださ い

◆ 本気で不戦と 平和を

◆ 悲惨な戦争を風化さ せない為に続けてく ださ い

◆ コート を預けるク ロ ーク があると いいと 思いました。

◆ 平和の日か終戦の日か敗戦の日か ,戦後生まれの戦争を実感していない世代が多く なり 、戦争を実感すること が

必要かと 思います(3月10日犠牲者家族の一員として ) 語り 継ぐ でも

◆ この度名簿に登載して頂き 式典に参加出来まし た為、戦争犠牲者の亡き 父も 母もきっと 喜んでく れていると 思い

ます有難う ございました。

◆ 政治、国民が右傾化する 中で、改めて戦争の恐ろしさ を認識さ せる 意味で、この記念行事を今後も 継続・ 発展さ

せる意義は深いも のと 思います。今後、より 広く アピールして行って頂き たいと 思います。

◆ ３ 月10 日の空襲について母姉から 聞いた話し を思い出した。プールが風呂のよう だったと の事。

◆ 初めてこの様な式典があることを知り ました。もっともっと 東京大空襲のことを日本人として知ってもらいたいと 思

います。

◆ と ても貴重な時間あり がとう ございました。

◆ 若い人達の参加は？少ないよう に思える 。式典の内容と は直接関係はないが一般席の配席が詰め過ぎ。もう 少し

ゆったり と できないも のか。
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アンケ ート 集計結果（ 自由意見）

◆ 今日は慰霊堂からきましたが、雨や雪の降る 寒い日でしたので、ためらいましたが、親切に係の方がして下さり あ

り がたいです。先何回来ら れる か？私一人が戦死者しっており 、父、祖先やおじ 一家など、私の現在9 0 才の人生

で1才～8 才迄が一生で一番幸せでした。どう かいつまでもこの会が続きますよう に。

◆ 戦争体験者が少なく なる 中、自ら が体験したことを話して下さる 場も 少なく なっていると 思います。体験を語る方

のお話をもっと 聞き たいと 思いました

◆ イスと イスの間隔がせまい。前後共、あと 10 cm 程度でも 広い方が良い。お年寄が出づらい。荷物が置けない。

◆ 戦争の記憶を風化させないよう に、体験者の証言を聞くことはとても大事だと 思います。演奏も 素晴らしかったです。

◆ 「 平和」について、改めて深く 見つめる 機会は、内省も あり ますが、この様な式典や肉声も 大切だと 思いました。細

かな処まで、行き届いたご案内だと 感じました。

◆ 広報だけでなく 、若い世代と 共に考えるよう な機会をたく さん設けていくべき ではないでしょう か。

◆ 本日参加でき て初めてであるだけに、と ても あり がたいこと だと 思いました。都の今の豊かさは、沢山の空襲の犠

牲者の存在を見えづらくしていると 思う ので、決して忘れないと いう 姿勢を都が示し 続けること は大切だと 考えま

す。継続していただき たいです。母の亡く なった親族を思い、し のび、心を寄せる 機会として、私には貴重な時間と

なり ました。

◆ 昭和4 年生まれの父から 生前東京大空襲の話をよく 話さ れていた。今回式典に参加さ せていただけてとても 有難

かった。あら ためて、"平和の大切さ "を考えさ せら れるこのごろであるが・ ・・

◆ メ ディア、新聞、TV で3月１０ 日東京大空襲としてもっと 特番を組んで欲しい。両国のビデオをそのまま TV に流し

て欲し い。言葉はいら ない。まず現実を見て感じ て欲し い。「 ほたる の墓」をもっと 広めて欲しい。広島、長崎のこ

とも 大事だが、東京大空襲がないがし ろにさ れている 。

◆ 小町様のお話が心にし みました。普通に過せている 事がどんなに幸せなこと なのか改めて感じました。昔、犠牲

になら れた人達に対してと ても はずかしく て申し 訳ないです。今の時代、まだ戦争をして殺し あっていること がな

さけないです。

◆ 東京空襲目録の昭和17年4月～昭和2 0 年8月15日間の被害家屋と 死者のリ スト を見て、リ アルに日々大勢の人

たちがいかに悲惨な状況でいたかをリ アルに感じること ができました。

◆ と ても 良い式典でした。小池都知事にも お会いでき て嬉しかったです。

◆ 貴重な機会をいただき良い経験になり ました。戦時下のお話をできる方は少なく なっていく 中、若い方が興味を持

つきっかけがあればと 思います

◆ 伝える人(体験者) が少なく なる中でできる 限り 様々な場所で戦争の話を伝えていってほし いです。あまり 知ら な

い方と ても 多いと 思います。このまま関心ない人が増える 事がこ わいです。

◆ 体験者が少なく なっている 現在貴重なお話を聞き つく づく 平和を願う ばかり です。

◆ 出来たら 来年も ぜひ出席さ せて頂き たいと 思います。

◆ 今回の記念行事に招待いただきあり がとう ございました。N H K の番組がきっかけでこの機会にめぐまれました。

世界中が平和であることを願っています。

◆ 孫の立場として初めて参加

◆ 慰霊堂に名前を納めたので今日の行事を知り ました。

◆ 第3 6 回続いている式典大変有意ぎです。世界平和の実現に向けてガンバリ ましょう！！

◆ 体験者の話を増やしても 良いと？
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アンケ ート 集計結果（ 自由意見）

◆ 初めての参加です。気持ちが引き 締まる 思いです。１ 日も 早く 戦争が終り 世界が平和である 事を望みます。と ても

良い経験をさ せて頂きました。

◆ 戦争を知ら ない世代も 参加していますので、改めて戦争の被害状況など を知るよう なプログラムがあると 良いと

思います(海外の方もいらっしゃいますので )

◆ 若い人にも

◆ 別室の展示物も 拝観さ せて頂きました。実物を見ること ができ てよ かったです。(より 一層平和を願う 気持ちが強

く なるので。)

◆ お招き頂きましてあり がとう 。一番印象に残ったのは第一ヴァイオリ ニスト 矢部 達哉様の優雅な奏き がそう です。

二番印象に残ったのは清水 詩織さんが語った”平和”のこと ばです。三番印象に残ったのは被災者代表小町悦子

さんの語り [生の声］で涙を誘いました。

◆ 以前のよう にフルオケ、ソ プラノ 歌手でお願いしたい！

◆ 今まで何度か出席しているが時間の配分など進行がスムースで平和式典にふさ わしいとり 組みです。

◆ 小町さんの空襲体験談は歯切れよく 素晴しいお話しでした。こ れからも お元気でご活躍く ださ い。

◆ と ても 心穏やかになる式典を開催して下さ いましてあり がとう ございました。娘が東京の大学に通えましたこと で、

東京都平和の日記念行事を知り ました。そして、娘の祖々父のおさめ名簿をさ せていただけましたこと に感謝申し

上げます。

◆ S2 0 .3 .10 未明の有様を思い起こし いい機会を頂き 有がとう ございまし た。当時6 才の私は今も 鮮明に記憶し 今

日の生命を感謝して過ごして居り ます。又来年も 元気で出席できます様お願いし 自身も 健康に心がけたいと 思い

ます。有意義なお話も 有がとう ございました。係の方々はご親切に対応して下さり 有がとう ございます。

◆ 両国の堂へのお参り の列にてお年寄り が雪まじり の雨にぬれながら 順番を待っていたのは大変そう で現地の対

応に変化があり ませんでしたので残念と 思います。都響の演奏と 共に平和を祈れて有意義と 思います。また、家族

としてはあり がたいです。選曲演奏良かったです。アンコールしたかったです。

◆ 短い時間でしたので疲れなく 、出席出来てよ かった。あり がとう ございました。

◆ 東京都慰霊堂から 都庁への送迎バスを利用さ せて頂きました。本日は雪まじり の雨でしたので、利用さ せて頂い

て大変あり がたかったです。他の遺族の方 と々ご一緒するのが初めてでした。ご一緒できてほんとう に良かったです。

◆ さしつかえなければ、どこの国の方々が参加してく ださっているのかを教えていただければと 思います。

◆ 子や孫達に語り 続けていく 為に東京大空襲の総括を都として実施してもらいたい。このままだと 先細り していく よ

う で不安である 。

◆ 忘れてはなら ないこと

◆ 3/10 の下町空襲を体験した方の話があると なお知るきっかけとして行えると 考える

◆ 私は戦争体験者です。3月10日父を亡くしました。命ある限り わすれること はり ません。続けてく ださ い。

◆ 3月10日は死ぬまで来ます。

◆ 東京大空襲という 歴史的事実を少しでも風化させないために、休日にもこのよう な式典を開催するべきだと 思います。

◆ 始めて参加してどう 過ごしてよいも のか思いつつ、時を過ごしました。知ら ないはずなのに知っているよう な、、、不

思議な感覚があり ました。

◆ 小町様のお話、と ても 心打たれました。本当にこの平和な日々が長続き するよう 祈り たいと 思います。

◆ 席が狭い。通り づらく お年寄り が大変不便そう でした
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アンケ ート 集計結果（ 自由意見）

◆ 最後の記念行事に参加出来て良かった。

◆ 世界では大国による 侵略戦争でナショ ナリ ズムが台頭し 、日本では与党を始め、若者のゲーム感覚的な右傾化の

流れになっているい今、平和は対話でしか訪れないアピールを多く のイベント を通じ てもっとして欲しい。

◆ 日本は8 0 年過ってもこ のよう な式典をやってく れる 国家です。小町悦子さ ま 　 お話勉強になり まし た、美し い方 

歩けるだけでもすばらしい 私も 小町さまのよう な人間になり たい！小池百合子さま昔のよう に細く なって何か少女

のよう なオーラでした。ますますご活躍下さ いませ。今日つく づく 日本人でよ かったと 思いました。

◆ T h e  c o n s tr u c ti o n  o f  p e a c e  i s  a  c o l l e c ti v e  e f f o r t. T h a n k  y o u  f o r  i n c l u d i n g  u s  i n  th i s 

m ea n in g f u l even t.

◆ Th a n k  you  fo r  you r k in d  in v ita tio n  f rom  th e  Em b a ssy o f  Pa n a m a .

◆ Sm a l le r, p o cket b ro ch u res

◆ H ave to  b e  m o re  Live  S to r y ? ! M o re  c r y i n g  p er son  on  th e  stop s!

◆ Th a n k  you  fo r  p rea ch i n g  p ea ce  to  th e  w o r ld

◆ Th a n k  you  fo r  th is im p o r ta n t a n d  w el l  o rga n ised  even t.

◆ I w ou ld  l i ke  to  k n ow  w h ich  cou n tr y  o rd ered  th e  a i r r a id s. N ob o d y  m en tion s it. I  w i l l  h a ve  

to  lo ok  it u p  on  W ik ip ed ia .

◆ Th e sto r y o f  th e  su r v ivo r i n  th e  sch o o l , a  la d y  b o rn  in  19 3 2  w itn ess th e  a i r  r a id , sh ou ld  b e  

p r i n ted  a s a  s to r y  a n d  a n d  to  b e  c i rcu la ted  i n  to  t h e  a tten d a n ts. It i s a  g rea t s to r y, a  v er y 

r ich  h isto r y  d o cu m en t. A l so  su ggest c i rcu la te  th e  m essa ges b y a l l th e  sp ea kers i n  En g l i sh  

fo r d ip lom a tic  co r p s.
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東京都民平和アピール

An Appeal for Peace by the Citizens of Tokyo

一
九
四
五
年
三
月
十
日
、
五
十
年
前
の
今
日
、
東
京
は
大
空
襲
に
よ
っ
て
、
い
た

る
と
こ
ろ
焼
け
野
原
と
化
し
、
一
夜
に
し
て
十
万
人
の
か
け
が
え
の
な
い
尊
い
命
が

失
わ
れ
ま
し
た
。

同
じ
く
五
十
年
前
、
広
島
と
長
崎
の
原
子
爆
弾
は
、
人
類
が
い
ま
だ
か
つ
て
知
ら

な
か
っ
た
悲
劇
を
地
上
に
現
出
さ
せ
ま
し
た
。

い
か
な
る
哀
悼
の
言
葉
も
意
味
を
失
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
非
情
か
つ
残
酷
な
も
の
、

そ
れ
が
戦
争
の
も
た
ら
す
あ
ら
ゆ
る
惨
禍
で
あ
り
災
害
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
半
世
紀
が
た
ち
ま
し
た
。
戦
争
を
知
ら
な
い
人
々
が
、
都
民
の
多
数
を
占

め
る
時
代
が
き
ま
し
た
。
東
京
の
姿
は
一
変
し
ま
し
た
。
廃
墟
だ
っ
た
ま
ち
は
、
活

動
力
に
み
ち
た
大
都
市
に
変
貌
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
日
本
が
平
和
の
も
と
に
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
た
も
の
で
し
た
。

世
界
の
相
互
依
存
関
係
が
か
つ
て
な
い
ほ
ど
緊
密
に
な
り
、
互
い
の
協
力
が
ま
す

ま
す
必
要
と
さ
れ
る
現
在
、
私
た
ち
は
世
界
全
体
の
平
和
な
く
し
て
、
幸
せ
で
安
全

な
暮
ら
し
を
営
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

い
ま
世
界
は
、
激
動
の
中
に
あ
っ
て
、
大
き
な
歴
史
の
転
換
の
時
代
を
迎
え
て
い

ま
す
。
民
族
や
宗
教
の
対
立
な
ど
に
起
因
す
る
悲
惨
な
地
域
紛
争
、
飢
餓
と
貧
困
、

難
民
と
被
災
者
、
地
球
環
境
の
破
壊
と
悪
化
を
は
じ
め
、
人
々
の
穏
や
か
で
満
ち
足

り
た
生
活
を
は
ば
む
要
因
が
、
次
か
ら
次
に
生
じ
て
い
ま
す
。
不
信
と
対
立
を
克
服
し
、

信
頼
と
協
調
に
よ
る
新
た
な
国
際
秩
序
を
模
索
す
る
こ
と
は
、
地
球
全
体
に
と
っ
て

緊
急
な
課
題
で
あ
り
続
け
て
い
ま
す
。
国
、
民
族
、
文
化
の
違
い
を
こ
え
た
取
り
組

み
が
、
今
ほ
ど
求
め
ら
れ
て
い
る
時
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
和
は
、
何
も
の
に
も
ま
さ
っ
て
す
べ
て
の
基
礎
を
な
す
条
件
で
す
。
日
本
国
憲

法
が
基
本
理
念
と
す
る
恒
久
の
平
和
は
、
私
た
ち
す
べ
て
の
願
い
で
あ
り
、
人
類
共

通
の
目
標
で
す
。

私
た
ち
は
、
軍
縮
と
核
兵
器
の
廃
絶
を
機
会
あ
る
ご
と
に
強
く
訴
え
、
戦
争
の
惨
禍

を
再
び
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
を
誓
い
ま
す
。
日
々
の
生
活
に
お
い
て
、
平
和
を
脅
か
す

問
題
に
、
毅
然
と
し
て
立
ち
向
か
い
、
忍
耐
づ
よ
く
取
り
組
む
こ
と
を
決
意
し
ま
す
。

一
　
私
た
ち
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
、
そ
れ
を
防
止
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
、
東
京
大
空
襲
の
体
験
な
ど
と
と
も
に
語
り
伝
え
ま
す
。

一
　
私
た
ち
は
、
共
に
地
上
に
生
き
る
す
べ
て
の
人
の
人
権
を
尊
重
し
、
差
別
を
排
し
、

思
い
や
り
と
愛
情
を
も
っ
て
、
誇
る
に
足
る
地
域
社
会
を
つ
く
り
ま
す
。

一
　
私
た
ち
は
、
日
々
の
く
ら
し
を
注
意
深
く
見
つ
め
、
豊
か
な
水
と
緑
の
地
球
環

境
を
守
り
ま
す
。

一
　
私
た
ち
は
、
地
球
社
会
の
一
員
と
し
て
、
世
界
の
人
々
と
交
流
し
、
相
互
の
信
頼

を
深
め
、
協
力
連
帯
し
て
、
人
類
の
福
祉
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

一
　
私
た
ち
は
、
過
去
の
歴
史
を
か
え
り
み
て
、
と
も
に
手
を
携
え
て
平
和
な
世
界

を
つ
く
り
、
相
つ
い
で
や
っ
て
来
る
新
し
い
世
代
に
引
き
継
い
で
ゆ
き
ま
す
。

第
五
回
東
京
都
平
和
の
日
記
念
式
典
に
あ
た
り
、
私
た
ち
は
、
参
加
者
の
総
意
と

し
て
こ
の
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
、
誓
い
も
新
た
に
、
平
和
を
心
か
ら
願
う
気
持
ち
と

決
意
を
、
全
世
界
の
人
々
に
訴
え
ま
す
。

一
九
九
五
年
三
月
十
日

　
東
京
都

Fifty years ago today, on March 10th 1945 Tokyo was 
reduced to ashes and a hundred thousand precious lives 
were lost overnight due to a large-scale air raid.

The same year, the dropping of atomic bombs in 
Hiroshima and Nagasaki revealed a tragedy never 
previously known to human beings.

The nature of various horrors and disasters brought 
forth by war is so cruel that no words of condolence are 
enough.

Half a century has passed since then. Most of today’s 
citizens of Tokyo don’t know the war. The city of Tokyo 
underwent a tremendous change. Once in ruins, Tokyo is 
now a metropolis full of energy and spirits. This became 
possible only because Japan has been at peace for the 
past f ifty years.

Today, when global interdependence is stronger than 
ever and cooperation increasingly necessary, we cannot 
seek a safe and happy life without world peace.

In the midst of turbulence, the world today is 
approaching an era of great change in history. Conf licts 
caused by antagonisms between dif ferent ethnic groups 
and religions, hunger and poverty, refugees and victims, 
deter ioration and dest ruction of the environment-
these are only a few of many factors in today’s world 
which endanger people’s calm and fulfilling lives. To 
overcome distrust and antagonism and to seek a new 
international order is an urgent agenda of the entire 
world. Never before was it necessary to deal with this 
agenda regardless of differences in nationality, ethnic 
background, and culture.

Peace is a basic requirement, more important than 
anything else. Lasting peace, the fundamental principle 
of the Constitution of Japan, is the wish of everyone of us 
and is also a common goal for all human beings.

We pledge to take every opportunity to advocate 
disarmament and the abolishment of nuclear weapons, 
and to never repeat the horrors of war. We are resolved 
to deal with problems which endanger peace in everyday 
life and to face them resolutely and patiently.

- We will tell our children, who are responsible for the 
next generation of the horrors of war and the importance 
of preventing it, along with the memories of the large-
scale air raid of Tokyo.

- We will respect the human rights of all people living 
on the earth, fight against discrimination, and create, 
with much love and compassion, a community which we 
can be proud of.

- We will review our daily lives in order to preserve 
the world environment with rich water resources and 
greenery.

- We, as members of the global community, will 
develop amicable relationships with other people of the 
world, strengthen the mutual trust, and, with cooperation 
and solidarity, make ef forts to enhance the well beings of 
mankind.

- We will ref lect upon our past history and create a 
peaceful world for the next generation to cherish.

On the occasion of the 5th Peace Day Commemoration 
of Tokyo, we adopt this appeal by the consensus of all 
present, thereby conveying to the world the renewal of 
our sincere resolution to achieve peace.

March 10th, 1995


